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〈理科部会共通研究主題〉
一人一人の児童に 問題解決の能力や態度を育てるとともに

科学的な見方や考え方を養う 学習活動の研究

今 日までの学校教育を振 り返 ってみ ると,知 識や技術などを体系的に教えて い くことが中心

に進め られ,教 育水準の向上に大 きな役割 を果た した。 しか し,ま す ます多様化 してい く社会

の変化のなかで は,知 識や技術を覚え るだけでは,適 応できな くなって きている。従 って,社

会の変化に対応で きる資質や能力を育成す ることが,今 日の教育の課題 とな ってい る。

そこで,理 科部会では,新 しい学力観に立 ち,理 科の目標 を踏まえ,主 体的 に活動す ること

を通 して,問 題解決 の能力や態度,科 学的な見方 や考え方を育て ることが大切であ ると考え,

本共通研究主題を設定 した。特 に,学 習活動を,「 児童が 自ら自然事 象に触れ,問 題を見い出

し,解 決 してい くことを通 して,児 童が もっ思いや願いをかなえてい く活動」 ととらえ,児 童

を主体に した学習の展開を重視 した。

また,各 分科会では,本 共通研究主題を基 に,児 童 の発達段階を考慮 し,資 質や能力を高めて

い くことを目指 して,具 体的な単元の学習の中で,指 導や評価等の工夫を しなが ら研究を進めた。

○研 究全体構想図

今日の教育的状況

心 豊 か な 人 間 形 成
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〈第3学 年分科会研究主題〉

児 童 が 自 ら 進 ん で 問 題 を と ら え る 導 入 の 工 夫

「音を出 してみよう」の学習を通 して

1研 究 の概要

1研 究主題について

3学 年 にな って初あて学習す る理科では,自 然 に触れ ることや自分で調べることの楽 しさ

を味わわせ,問 題解決のための初歩的な能力 ・態度や 自然に対する見方が育つように学習活

動を工夫 して行 くことが重要である。そ こで,自 然 に対 して進んで関わ り,児 童が実際に作 っ

た り遊んだ りす る活動を通 して,自 然の事物 ・現象を比較する中で,喜 びや驚 きや疑問を感

じ,問 題を見つけ出す ことがで きる児童を育てたいと考え本主題 を設定 した。

さらに,主 題に迫 るために,以 下の研究仮説 を設定 し,研 究を進めた。

(1)多 様な活動が できるような,学 習のね らいにそ った意図的な教材を導入と して用いれば

問題 にっなが る気付 きを もつ ことがで きるよ うになる。

(2)気 付 きを認め,調 べたい問題に高め られ るよ うに児童の活動を支援 してやれば,児 童 は

自分の問題 と してとらえ ることがで きるようになる。

2研 究単元について

児童 は毎 日の生活の中で,テ レビの音や動物の鳴 き声,風 雨などさまざまな音を耳 に して

いる。 また,友 達 と話 した り,楽 器を演奏 したり して,自 分で も音を出 したり している。 し

か し,物 と音の関係につ いて,発 音体 として物を見た り,音 を伝え る物 として物を見たりす

るなどの見方や考え方 は,あ まりしていない。

本単元は,身 の回 りにある物や楽器を使 って,音 を出 した り伝えた りす る活動か ら,音 の

出方や伝わ り方 は,物 によ って違 いがあること,ま た,音 の出て いるものを調べ ることによ

り,音 が出ているときは物が震えて いることか ら,物 の性質をっかむことがね らいである。

3指 導の手だてと評価の工夫

(1)教 材の工夫

活動 を通 して,多 くのことに気 付 くことができ,問 題を見 い出 しやすい教材 として音 出

し箱 を作成 した。(図1)

音 出 し箱 には,以 下の ような利点がある。

① 簡単に作 ることがで き,活 動 を活発にすることがで きる。

② 箱の部分を さわ ると震えていることが体感で きる。
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○ 指導計画(活 動の流れ)
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③ 箱やひもの いろいろな素材 に触れて音

の違いに気付 くことがで きる。

④ ひ もの部分を長 くすることによ って音

の伝わ りに気付 くことがで きる。

⑤ ひ もの部分を こす った り,弾 いた りし

て音の出 し方 を変えることがで きる。

(2)指 導過程の工夫

ア 児童が感動す る導入の工夫

(図1)

ひも(糸、リボン、エノメル線・●.)

箱(酷 ゆ ・一)

音に興味を もっようにす るために,導 入の事象提示 として意外性のあるお もしろい音

(音 出 し箱)を 活用 し,そ れを聞 くことによって 「ワァーお もしろい。 出 してみたい。」

とい う活動意欲を もつ ことがで きるように した。

イ 生活科の学 習の成果を生か した学 習活動

活動的な児童の実態を踏 まえ,自 分の考えた方法で活動がで きるようにす るため,ま

た自由な発想が出せるようにす るため,活 動する場所 は広 くとり(体 育館な ど),素 材

は多様な もの(い ろいろな大 きさの箱,い ろいろな材質のひ も)を 用意 し,さ らに学習

をダイナ ミックな ものになるよ うに した。

ウ ね らいにそ った気付 きを もつ ことがで きるようにす るための援助

活動の中で児童の気付 きを認 め,励 ま し,さ らにね らいにそ った気付 きが得 られ るよ

うに個 々の児童 に,音 の出 し方や ひも,箱 の種類,ひ もの長 さを変えるなどの援助を し

た。 そ して,友 達の気付 きや方法を 自分の活動に生かすために,発 表の場を設けて情報

交換ができるよ うに した。

工 気付いたことを自ら解決すべ き問題と して高め るための支援

① カー ドに書かれた児童の気付 きを,認 あ励 ます ような コメン トを書いてで評価す る。

② みんなの気付 きを出 し合い,音 の震え ・伝わ り ・素材などのグループに,気 付 きの

仲間わけをする。

③ 自分の経験を振 り返 って考えるように援助 し,他 の ものにも目を向け,問 題を作 る。

(3)評 価の工夫

ア 単元の具体 目標の4っ の観点につ いて,学 習過程の どこで,ど のように評価するのか

を明確に した評価計画を各時の指導計画 と対応 させて作成 し,単 元の終了時までに全体

を とらえてい くよ うに した。(図2)
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(図2)
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イ 自己評価の情報交換 に生かせ る学習カー

ドには,一 人一人の気付 きを認め,励 ま し

の言葉 を書 きいれ評価 した(図3)。 それ

は次の授業での指導や支援 に も役立てるこ

とがで きた。
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音出 し箱は,意 外性のあるお もしろい音が出 ることか ら,「 おや,な んの音 だろ う。」とい

う知的好奇心を児童に呼び起 こす ことができた。 「もっとや りたい。」と児童の願 いが高 く,

意欲的に活動 した。 また,素 材 による音の違 いや震え,伝 わ りなどの事象について,ど の児

童 も体感 し,気 付 くことがで きた。

2児 童が 自ら問題を見い出すための支援

学 習カー ドを使 った評価や問題を見い出すための視点を与えた。 その ことにより,多 様 な

問題 を引 き出す ことができ,ま た,問 題解決す る方法 にっいての個性化,個 別化を図ること

がで きた。 しか し,今 後 さ らに問題解決 の方法 を深めてい くためには,問 題解決活動を体験

し積み重ねて いくことにより,自 然事象か ら自ら進んで問題 を見い出す科学的な見方や考え

方を育ててい く必要がある。
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一〈第4学 年A分 科会研究主題〉

見 童 の 興 味 ・関 心 を 高 め る 導 入 の 工 夫

「物 の重 さ とてん びん 」の学習 を通 して

1研 究 の概要

1研 究主題 について

4学 年の実態調査をみ ると,児 童は育てる ・作る ・実験するなどの活動 は大変好むが,予

想 を立て たり,解 決方法を考えたりす ることはあまり好 まないようであ る。 この ことは,学

習にかか わる経験が不足 して いた り,経 験を学習活動に生か しきれなか った りす るためであ

ると考える。また,問 題解決活動 に重 きをおき,問 題を もっ,予 想 を立てるなどの一連の過

程 を大切 に してはい るものの,そ れが形式的な問題解決活動 とな っているのではないか と考

える。

そこで,問 題解決活動の過程を児童の側に立 って見直 し,児 童にとって楽 しい学習,満 足

感のあ る学習 とは,児 童の生活経験や前時までの学習経験を手掛か りと して 自らが見いだ し

た問題を,自 分の経験を生か して解決 してい くことのできるよ うな学習であると考え,興 味

・関心を高め,経 験を生か して解決方法を考え る学習活動を促す具体的な方策に視点 を当て

研究を進 めた。

2研 究単元 について

本単元で は,「2っ の物の重 さが等 しいとい うのは,て んびんの釣 り合いが どうな った と

きなのかを とらえてい く見方 や考え方」「てん びんの釣 り合いを通 して,重 さが等 しくて も

体積の異 なる物があ るとい う見方や考 え方」を養 うことであ る。従 って,て んびん作 りは釣

り合 いの きまりを見いだす ためよ りも,

その釣 り合 いを利用 して物の重 さの違 い

を調べ る道具をっ くるためととらえた。

そ こで,重 さを体感 したり,比 べた りす

る活動を通 して,「 比べ る道具が欲 しい」

「比べ る道具を作 りたい」という児童 の

願いや思 いを引き出せ るよ うに指導計画

を工夫 した。また,一 人一台のてんびん

作 りでは ヒン トカー ドを用意 し,実 態 に 、

応 じて活用 した。(右 図)

ヒソトカゴ ユ

(まん中左i蛍える方i去)

0

ク リップ

◎目玉7りyプ 創 吏.た ら...

露右のπランスに曳巳ツげτ繭

ヒ ントカー1ζ3

(カッ「ア左【旋[せ る方ヲ去)

!エ ナメル線も

便利たね

三角ゲージz捷

魂 躍 劫
よ う.
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○ 指導計画(活 動の流れ)

○物の重さの違いを凋ぺるにlt,コ さを 9・iO時 重さと体積について｠ぺ ようo
一定にして体積の違いで比べることが ,同 じ重さの物を見付けも体襖を比べる・

で きる. ●分 か ったこ とを発表 し、話 し合 うg

O同 じ重さでも物によって体積が異なるo ◇上皿てんびんを使,て 重さと体積の関係を正確に煽

0物 にはそれぞれ固有の重さがある, べ たい・

7・aa 上皿てんびんを使ラて、正確に窟さ闘べをしよう.
・上皿てんびんの仕組みを確かめる・
・上皿てんびんの仕組みを知るg
・液体や粉状の物を謝る9

◇もっと詳しく霊さを網ぺたい。

O小 さくても實い物、大きくても軽い物 5。sa 出来上がつたてんびんで四ぺτみようの
があ る。 ・学冒計顧にそ噌て、解決方怯を考え爽験するg

O軽 い物にも重さはある. 同じ置さの物を見付ける.
大きくても優いm、 小きくても重い物を榛す・
1っ1っ の物 の賃 さを認 る・

賃さ比べをする。
◇出采上がうたてんびんを使って異険したい。

0樟 だけで的り台う(水 平になる)点 が 3・4時 てんびんを作ろう.

支点である.
・自分 のてん びんを 作 る.

Oて んびんの支点から等距艇に2っ の物
・正 しいてん びん作 りの こっにつ いて括 し合 う。

をっるしたとき、邦が永畢たな,て 約
o 臼分のてんびんを完戚さぜる.

り合え8ぎ2つ の物の〔さは辱 しい◎
噌

◇自分のてんびんを作って実験したい●
2時 孚習計画を立てよう.

。感想ややりたいことを飛表する●
・学習の眼序を決める,

◇てんびんを作りたい,
◇同じ重さの物を見付けたい,
◇大きくても軽い物、小さくても隠い吻を探したい.
◇いろいろな物のDさ を副りたい.

02つ の重さが近い物は手では比べにく L蒔 つり大会をしよう.

いが、てんびんやンーソーなどの遭貝 ・グループ対抗で第1回 戦をする●

があれt1=さ を比ぺることができる・ ・手で雪さを比べて級位を決める.

・正確に顯位が決められる方核を考え、行う◎
。第2回 戦をす る.

・見付 けた こと、感懸 、次 にや りたい こ とを晋 く・

一 「

【関 ・意 ・態10い ろいろ な物の重 さに輿 旅 ・関心 を持 ち、っ り大会 を行 お うとす る。 ①
OHUを 生か して解決方注を考え、物の霊さやてんびんの釣り含いをAぺ ようとする.② ⑤⑤
O物 の重ざに興味 ・関心を持ち、てんびんのF7り合いを#7用して璽さの違いを四ぺようとする。⑤⑤

科学的な見方や考え方 Q重 さが同じでも体積の違う物を見付けようとする。⑨⑩ ・

[科掌的恩考10経 験を生かして解決方法を考え酒動することによって、てんびんの支点からの距離やおもりの重さ、棒の傾きを関係付け
てとらx.て んびんの支点か ら等距罷に樹をつるし棒が水平になって1)り合ったとき2っ の物の意さは等 しいという見方
や考え方ができる。⑤④

・ ○垂さが同じでもanの 遷う物があるという見方や考え方ができる。⑨⑩
単元の具体目標 [技能 ・表現]○ てんびんの的り合いの きまりを考えながらてんびんを作り、璽さの違いを円べ、まとめることができる。③④⑤⑥'

Oい ろいろな物のaさ を測り、同じ承さでも体積の違う暢があることを隔ぺ、まとめることができる。⑤⑥⑨⑩
○上皿てんびんの扱い方を知り、iEし く駈さを測ることができる。⑦⑧

E知漁 ・理解}Qて んびんの支点から等距雌に物をつるして、棒が水平になってsyり合ったとき、物のnaが 等しいことが分かる。③④⑤⑥
○重さn同 じでも体積の違う物があることが分かる◎⑨⑩

3 指導の手だてと評価の工夫

(1)導 入 の工 夫

興味 ・関心を もち,経 験 を生か して自分の考えた解決方法で問題解決で きるようにす る

た め, 3種 類の導入の方法 を試みた。

ア 校外学習での重さにかかわる経験を生かす導入の工夫

ここで は,学 習への興味 ・関心を高め るたあに,校 外学習を取 り入れた。川原の遠足

の場面で,あ る重 さの石を提示 し,そ の石の重 さにどれだ け近 いかによって順位 を決 め

る石拾 いゲームの活動を行 った。そ こでは,ど の児童 も楽 しそ うに取 り組んだ。次に,

この楽 しみなが らで きる重 さにかかわ る経験 を生か して,「 同 じ重 さの石を測 り取 る」

とい う活動 を行 った。 これ によ り,物 の重 さを調べ る活動が無理な く構成で きると考 え

た。 「2っ の物を釣 り合わせる」 とい う活動を通 して,て んびんの釣 り合 いの きまりを

見い出 していけるように配慮 した。

この ように,校 外学習 における重 さにかかわる経験 を理科学習に生かすことにより,

児童 は重 さに興味 ・関心を もって,意 欲的に学習 に取 り組む ことが分か った。

一$一



イ 意外性のある事象提示によ り,物 の重 さにつ いての興味 ・関心を高め る導入の工夫

同 じ重 さの石を測 り取 る活動では,2つ の未知のことが ら(同 じ重 さの石かど うか,

測 り取 りの方法が正 しいか どうか)が あるので,こ れ らを解決で きるように配慮 した。

そのために,等 しい重 さの物2っ とそれとは異 なる重 さの物1っ を素材 に して,「 同

じ重 さの物を見つけよ う」 とい う導入に した。 ここでは,直 感的に重 く感 じるフエル ト

ペ ンと軽 く感 じるタオルの重 さが,実 は等 しいという意外性か ら,重 さにっいての興味

・関心 を もつ ことがで き,ま た,フ エル トペ ンとタオルの体積の違 いに対す る驚 きか ら,

重 さと体積 との関係 にも興味 ・関心 を もつ ことがで きると考えた。 この導入は,重 さに

かかわる経験が 日常生活で は極めて希薄であ ることを逆に生か して,児 童の意表をっ き

物の重 さにっ いての興味 ・関心を高め る効果があ った。 また,同 じ重 さの物 を見っ ける

とい う活動を通 して,て んびんの釣 り合 いの きまりを 見いだす活動へ も発展す ることが

で きた。

ウ 重 さにかかわる経験を積み,問 題解決活動 に生かす導入の工夫

導入で同 じ重 さの物を見っけ るとい う必然性 は乏 しい。そのため,重 さにかかわ る体

感や意識付けの活動を十分 に行 ってか ら,問 題を見い出 してい くことによ り,児 童はよ

り意欲的 に学 習に取 り組み,学 習が充実すると考えた。 そこで,っ り大会を活動 に取 り

入れた。 これ は,重 さや質感の異な るものをっ り上げ,重 さの合計 によ って順位を決め

る活動であ る。 ここでは,釣 る,釣 った ものを運ぶ,釣 った物の重 さを比べ るとい う体

感その ものに価値があ ると考えた。 それは,こ れ らの体感は,重 さについての概念形成

無;難 薫 雛 二礁1量誘 ■一 鷺 ン
繍 、

体感 を+分 にすることが・その後の問題 に糸吉びつ くよ 曳

うな疑 問 や感想 を もたせ るに は効果 的で あ った。 この ..恥

こと は,児 童 が 自 ら問 題 を もって,学 習 計 画 を立 て よli♂

うと い う意 欲 に結 びっ いた。また,学 習全 体 を通 じて,

欝1欝 灘 鷺茎卿 鞭 鰻
評価は,学 習活動の結果 よりも,過 程を重視 したい。 また,指 導 と評価を一体の もの と

して とらえ,指 導 と評価を同時進行す る必要がある。そのために,次 のよ うな観点で評価

を進めた。
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① 学習活動 中の児童の変容を

と らえ られ る よ うな ワー ク

シー トを工夫す る。

(第1時 の例)

つ、)夫 生 言 し き う

噌 月21口(ス,.天 曳・・lrゴれ,ユ 藍 一 γ!℃ 凄

② 教師による評価 と児童による評価(自 己 相互)

の融合を図れ るような指導案を工夫す る。

(第1時 の例)

率み電けr_こ と・気付い慶ニヒ

あ建な仏3ナ 序 かおZへ づ ギ ラ な の`ζ

囎,ひ 、 ヒ多`・か5(1+`う 続" .
℃てモ急 丼於 琉

.

ゲームの方法と

ルールの分かり

やすい図の提示

つりざおやバケ

ツ等,具 体物を

見せて説明

押 のり】}げ・こ)みt乏 う(＼ 見 えδ
の1、 ・1トこうかz

aい.

③ 毎時の評価規準 を設定 し,達 成度別

の手だてを表にまとあ,毎 時の評価に

役立て る。

(⊃十分酒足できる ○おおむね貰足できる 二努かを要する)
　 　　評 価 基 確

手たて

Cル ールを守り.[関1う 重い物を選んでゲームにl

i難 綱 難lll三きll漁liぎ
一,

一人一人の児童

が重さを休感で

きるよう助言

r順位が決め ら

れたかな?」

「この場所にあ

る物を使ってい

いよ。J

てんびん

シーソーなど

・どれが重いかな?

・何をつれば勝てるかな?

・何がつりやすいかな?

☆重さを比べて顧位を決める。
・両手に持ってみよ う

。
・これは重そうなものが多いよ

。
・こっちの方が数が多いよ。

・00が 重そうだね。

0順 位を発表する。
・よく分か らない。
・まだ決まらない。
・0班が1番重かった

。

O順 位の決め方に納得でき

たか話し合う。
・ぽくは

,こ っちの方がた

くさん入 っているから、

重たいとIAう。
'左看持ち変えても同じみたい

o
・持 っただけで正しく比べ

られるのかなあ。

O正 確に順位が決め られる

方法を考える。
。板に乗せてシーソーみた

いにしたら?

・棒を使ってみよう。

・跳び箱を使ってみよ う
。

O考 えた方法で比べ直す。
・やっぱ りこれが重い。
・こっちの方が重いんだ

。
・重い物はどれだろう?

O且回戦の成績発表

擁

購
禦麟 蔑度謡融

○経験をいかし

て、童さ比べの

1方 法を考えるニ

ド ができる・

思1◎2っ 以上の方法を考える

}こ とができる。

△友連に敦わって重さ比べ

の方法を考えることがで

きる。

O物の重さや測 関

りガについてロ む

5}fd
#3
3,:灘i態

◎発見や疑問をもち.次 回

の活動のめあてをもっ。

△重さ比べ以外の ものに興

味 ・関心を もつ。

。。。。。。、る、i

ントを与える。

i
鞠 轄 を姻
お って.賑 り返 られ'

るよ うにす る。

日分なりの方法を

考えた児童を賞縫

II研 究 の成果 と課 題

児童の実態を考慮す ると,

す る興味 ・関心を高め,

とは,

しか し,

身近 な物か ら選択 し,

して残 されて いる。

安全に気をっけ

るよ う,助 言

一一〈科学的思考〉・〈発言〉

経験を生か して重さ比べ

の方法を考えることがで

きる。

£く__,
考えた方法で比べ直 しが1

㌔ できる。

手で持って も比べられる

けれ ど,虐 具 を使 うと

もっとはっきりするよ。

重 さにかかわる体感 を導入時 に十分す ることは,9物 の重 さに対

重 さにっ いての概念形成の第一歩 と して有効で ある。 また,こ の こ

学習活動全体を見通すよ うな問題を見 いだす ために も効果的である。

学習活動の導入 において,物 の重 さに対す る興味 ・関心 を高め る学習材を児童の

創意工夫が生かせ るよ うな場の工夫を どのようにす るか今後の課題 と
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〈第4学 年B分 科会研究主題〉

児童が主体的に問題を見つけ,解 決するための教材 ・教具と学習活動の流れの工夫

「温度による もののか さの変化 とあたたま り方」の学習を通 して

1研 究 の概要

1研 究主題について

近年 児童を取 り巻 く環境か ら自然が少 な くなり,自 然 に対 しての意識の低下がいわれて

いる。 しか し,4学 年の実態調査を見 ると,動 物や植物に対す る関心や 自然 に対す る興味は

A
nい ようであ る。 また,理 科学習に対 しては,過 半数の児童が 「好 き」 とこたえ,特 に実験

に対 して高い興味 ・関心を示 している。その理由と して 「今まで分か らなか ったことが分 か

るよ うになる。」「考えた ことが実行できる。」などをあげて いる。

そ こで,児 童が主体的に問題 を見っけ,解 決す るために,興 味 ・関心 ・意欲を高め,活 動

を通 して問題を解決 してい く学習が重要であると考え,研 究主題を設定 した。

2研 究単元 について

本単元は,空 気,水,金 属の 「温度によるか さの変化」 と 「あたたまり方」の二つの内容

か ら構成 され,そ れぞれの物質が温度変化によ って,ど のよ うな変化を示すかを観察 ・実験

を通 して,そ の要因を明 らかに し,物 の変化やきまりを とらえてい くことが主 たるね らいで

ある。

ここでは,空 気や水,金 属な どに対 し,温 めた り,冷 や した りす る活動を通 して問題 を見

い出 し,解 決 してい く過程で,物 質に対する見方や考 え方が養われてい くように したい。

3指 導 と評価の工夫

(1)主 体的に問題 を見っけ,解 決す るための教材 ・教具(図1)

蕪羅騨
うして日光に当たるとふ くらむのだろう。」など,児童は気付 きや疑問を もっ ことがで きた。
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○ 指導計画(活 動の流れ)

・掌 習 した こ と を

利用 して 、生 活

に 役立 つ 道 具 や

お もち ゃ を作 る

こと がで きる.
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温
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実

し
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つ
い

'
夫

と

も

よ

き

工

こ

・温度 に よ る水 の

か さの 変 化 を予

想 し実 顎 方 法 を

工 夫 して 調べ る

ことが で きる.

・水や 空 気 で は ど

うなる か とい う

こ と`ご関 心・を持

ち調 べ て み よ う

とす る.

・空気 の か さ が温

度 に よ っ て どの

よ うに変 化す る

の か 予想 し 、実

験 方法 を工 夫 し

て 調べ る こ とが

で き る.

方

方

調

き

り
験
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で

ま

実

し
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し

夫

と

の
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工
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法

べ
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を

方

調
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方

験

て

で
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実

し

が

ま

.夫

と

温

し

工

こ

の

想

を

る

◆

水

予

法

べ

る

・他の物 質 で は ど

うな る か と い う

こ と`こ関 心 を持

ち調 べ て み よ う

とす る.

方

方

調

き

り

験

て

で

ま

実

し

が

温

し

夫

と

の

想

工

こ

気

予

を

る

.

空

を

法

べ

る

問題解決の

能力

科学的な

見方や

考え方

予想 される実験

今 第6'
ひゆハゼぬメのとロ

予想 され る実 験(第5時)

熱 源:お 湯 ・水 ・氷

材料:い ろ いろ な 金属

7時}

Sri/

矯
アル コ ール ラ ンプ で熟 して金 属 の か

さが 変 わ るか 調 べ てみ よ う.
一第6・7時 一

第2(3)次

温 度 と

も の の か さ

アル コ ール ラ ンプ で熱 す る と

ど うな るだ ろ う.

金 属で 調 べ てみ よ う.一 第5時 一

金 属で は ど うだ ろ うか,

水 を温め た り冷 や した りす ると

か さは変 わ るか 調 ぺ で み よ う,
一第3・4時 一

他 に 調べ て みた い もの を

考 えよ う.水 は ど うだ ろ

うか.

空 気 は 冷 え・ると か さが 減 るか 調

べ て み よ う.一 第2時 一

製 作例
・ソー ラーバ ル ー ン

・熟 気 球 ・水 温 度計

・空気 で っぼ う

噴 水遊 び

子 習 した

こ とを利 用 し

.お も ちゃや 道

具 を作 ろ う.
一第1・2時 一

予 想 さ れ る実 験

空 気 は 冷 える とか さが

減 る のだ ろ うか.

空 気は 温め

る と膨 らむ のだ

ろ うか.

でξ 駅

・▲'蓼

dノ

〆 ρ

空気 は 温 め る と膨

らむか 調 べ てみ よ

う.一 第1時 一

予想 され る実験{第1時)

今

■

人
♂

具 を作 ろう

予 想 され る実験(第2時)

熱 源:水 ・氷

容 器1マ ヨネ ーズ 容 器 ・注 射器

ペ ッ ト:t'トル ・ビニル袋

..ビ ニ ル 袋 が 膨

ら ん だ.

必 要 な実 験 器 具
・スボ ッ トライ ト

・黒 ビニル 袋

寧

ー

の

～

■'鄭
早

鷺

～～

購

予想 され る実 験

(第5・6・7時}

[コr正 腹ン,

ろ う

口

基 G △

予 想 され」る実験(第3・4時)

亘 望且` ー

袋 に 空気 を入れ 、

太 陽 や スボ ッ トラ イ

トを当 てた と きの 様

子 を 観察 し よ う.

一第1・2時 一

曾

予 想 され る実 験

(第1・2時}

≫r

β

第'1次

問題発見 と

学習計画作 り

嶋

ス

金 属の よ うに 、部 分が 移 動 で きな い

ものは 、 どの よ うに温 ま って い くの

か 調べ て み よ う.
一第5・6・7時 一

空 気や 水 の よ うに 動 く もの

で はな く 、固 い ものだ と ど

うだろ うか.

水 も空気 と同 しよ うに 、温 め る

と上 に上 が って い くか 調べ て み

よ う.一 第3・4時 一

水 は ど うだ ろ うか.

空 気 は どの よ うに温 ま るの

だ ろ うか 、 調ぺ て み よ う.
一第1・2時 一

空気 は どの

よ うに 温 ま るの

だ ろ うか.
第2〔3)次

購 建誓蟹 猟 もののあたたま肪
と ころ も温 ま っ

て い る.

入

封

ピ

を

ス

ラ

当

の

気

を

密

黒

袋

や

ト

に

時

に

.・

気

した

ル

陽

ツ
ト

た

化

く

空

れ

し

二
太

ボ

イ

て

変

付

空気 は 温 めた ・水 は温 め た り

り

積

減

こ

●

た

体

り

る

る

し

覧
た

す

か

や

と

え

り

分

冷

る

増

た

が

り

す

が

つ
と

す

が

つ

と

り

積

減

こ

●

た

体

り

る

る

し

・
た

す

か

や

と

え

り

分

冷

る

増

た

が

・金 属は 温 め た

り冷や した り

す る と 、体 積

が 増 えた り減

った りす るこ

とが分 か る.

水や 空 気 を熱 す る と熱 した 部

分が 上 に 移動 し、移 動 した と

こ ろに 温度 の 低 い水 やS気 が

入 り込 む.こ の 繰 り返 しに よ
って 、全体 が 温 まる こ とが分

か る.

・金属 を熟す る

と熱 した とこ

ろか ら順 に 温

ま って い くこ

とが 分 か る,

・熱 に よ る休 積 変化 は 、空 気 ・水 ・金 属

の 順 に大 きい こ とが 分か る.

・もの に よっ て温 ま り方 に違 いが あ る

こ とが 分 か る.
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イ 既有の体験や既習の知識を生か して,問 題を解決することがで きるようにするために,

身近な材料 と して,水 や空気を閉 じ込める容器は,黒 ビニル袋やペ ッ トボ トル,マ ヨネー

ズの空容器な ど。金属 は,フ ライパ ンや菓子の缶の蓋などを活用 した。 また,熱 の伝導

を視覚化す るたあに,ろ う ・バ ター ・マーガ リンなどを使用 した。

(2)学 習活動の流れの工夫

ア 事象提示 によって,気 付いた ことや疑問を もっ

ことがで きるよ うに し,そ こか ら問題 を見い出 し,

整理 し,学 習計画を立て るよ うにす る。

イ 児童の主体的な問題解決学習を促すために,記

録カー ドを 「問題作 り」「実験計画」「まとめ」の

3場 面で用意す る。r問 題作 りカー ド』で は,r気

付 き.・発見』r不 思議 ・疑問』r問 題』の3視 点を

明確にす る(図2)。r実 験計画 カー ド』では,調

べたいこと ・実験方法 ・器具 ・材料の欄を設け,

記入 し易 くす る(図3)。rま とめカー ド』で は,

児童な りの表現で自由にまとめ られ るようにする。

(3)評 価の工夫

事象提示か らの 「問題作 り」「学習計画 ・実験計

画」「まとめ」の 各場面で,記 録 カー ドに表れた児

童一人一人の もっ考えを認め,肯 定的に評価す る。

また,記 録 カー ドを常 に振 り返 り,問 題作 りや実験

カー ドなどの場面毎の児童の変容 をと らえ,継 続的

に評価す る(図4)。

(図

2
)

ユのいとユs　 RRL!こe.ロ ワ

里 い ビ ニ,し3:<3皇 飼 易 に あ マ

た ら'、 。》〈o・ にra,た,

托 セ'定 ε璋}間 ちZrPrl(ビ ニ,し)ゐ"

rっo・ ・た の こ モ6中 《蟹 い 虚L蔑

1さ 「6う 侮 臼 だ3).

ロ.<..:リコ..しねコしないこヒ　ロタ

ご 〉しZじ 凱 δご《3に ん 『 批5し

ふ(う ℃ い か 言囑 べ.zNた1、.

(図3)

鴛ピ一

謙
導

牌鵡

u

ま

靭鶉
燕
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,

ノ.噛η咳

(
図

4
)

窒 恭ρ は・』:.t;s.《 ろEhronlま し、てい る

,い 三 うしく!L⊃りして。;.(ら まして.こ ち`1〃些m

謬撫 ξ潔}聯 謎樵
巨_うL忌.片 量♪ρほ;,1《 い・～しると 、こ お

り くoは うで け し12"む こ い ラことか=

ほ毒綿 嘉淡鎌 力護

II研 究 の成 果 と課 題 工灯'。'

児童の興味 を引 き,体 感で きる事象の提示を行 うことにより,様 々な現象 に気付 き,そ の

気付 きや疑問の中か ら,児 童 自身が問題を見 い出す ことがで きる。 また,児 童 自身 によ って

作 った問題を解決するたあ,意 欲が高ま り,学 習課題を明確にっかみ,学 習計画を立て,進

んで実験 に取 り組む ことがで きる。 しか し,黒 ビニルを使 った事象提示 は,太 陽の下では適

切であるが,天 候に左右 され るとい う欠点が ある。 スポ ッ トライ トの活用 もできるが条件設

定や安全面での配慮が必要 にな って くる。
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〈第5学 年A分 科会研究主題〉
一 人 一 人 の児 童 が 主 体 的 に学 習 して い くた め の 支 援 の 工 夫

「動 くもののはた らき」の学習を通 して

1研 究 の概要

1研 究主題について

これか らの教育では,児 童が 自ら考え主体的に活動す ることが求め られている。 しか し,

従来行われて きた教育で は,知 識 ・技能 を効率的に教え,記 憶 させ,知 識 ・理解の定着を図

ることに重点を置いた指導が行われて きた。児童の主体性を伸ば してい くためには,児 童の

思いや願 い,考 えなどを生か してい くことが大切 であ る。そのために,教 師 は,個 人差 に応

じ,一 人一人の児童の主体的な活動を側面か ら支えてい くことが必要である。本分科会で は,

この教師の役割を 「支援 」と し,「指導 」の中において,「 支援」の役割を大 きくしてい くこ

とによ って児童の主体性が伸びると考え,本 研究主題 を設定 し,研 究を進めた。

2研 究単元について

(1)本 単 元は,「 衝突」 と 「ふ りこ」か ら構成 される。 「衝突」は,児 童が生活経験か ら考え

る予想 と,お もりが他の物を動かす働 きは 「速 さ」や 「重 さ」によ って変わ るという結論

が一致 しやす い。 また,r衝 突」を先に扱 うことで,ふ りこの周期 は,「 衝突」で養われた

お もりの 「重 さ」や 「速 さ」にっいての見方や考えではな く,「 糸の長 さ」によ って変わ

るという新 しい見方や考え方 を養 うのに有効であると考え る。

(2)「 衝突」 と 「ふ りこ」の内容を(図1)(図2)

独立 させた指導計画 と し,そ れぞ ホ ールインワンゲーム ウサギのもちつ き

れの内容に,児 童が興味 ・関心を

もち易 い導入の工夫を した。

(図1,図2)

(3}条 件規制や測定方法,測 定結果

につ いて は,児 童が試行錯誤の中

か ら正確 さや誤差の扱いについて

気付 くように し,ま た,実 験結果

等 を表 や グラ フを用 い るこ とに

よ って,他 の児童に分か るよ うな

表現がで きるよ う配慮 した。

釣`14、ノ

T
5電nll胴 」もり
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○ 活動 の流れ(全14時 間)

凸1暫
1ホ ール イ ンワ ン ゲームl

i

1飛 ぷ距離 を変 えるには どうす るカ

i

i調 べてみよ 引
詣

第

4時 く
一

次

ワ

匡亙]塵][郵[憂 亙1

圏 圓[角 度]匝
1

1正 確に測 るには どうした らよいか

i

僥 表の準備をす劃

↓
1時イ i発 表会 をす るl

I
1

重 さ

1ふ りこの提示1'

i

iウ サギの もちつ 訓

i

L

方 を変 えるには どうす るか1
イ

J,

iべ て み よJl
i

lll

冠 時

第

二
》4時

次

]i長 さll振 れ幅 日 その他1
1且1

i

こ測 るには どうしたらよいか1

i

廃 表の準備をするi

4ノ

「

C表 会をするl
i }1時

お もちゃづ くり(第 三 次)2時

3支 援の工夫

(1)支 援の構成

支援 は,「 理解」「評価」「手 だて」か ら構成 されると考えた。

児童が,自 然の事物 ・現象 に出会 った ときや,問 題解決の過程 の中で,児 童 の思いや願

いや考えなどを,教 師が 「理解」す る。次 に,理 解 した ことを,ね らいか ら作成 した評価

の観点に照 らし合わせて 「評価」す る。そ して,児 童の よさを生か して学習が進め られ る

よう,個 人差 に応 じて「手だて」を講 じる。 このよ うに,学 習活動において,「 理解」・「評

価」・「手だてJが 有機的に機能 し,繰 り返 され ることで,児 童の主体的 な学 習活動が深ま っ

てい くと考 えた。

支 援一
言動観察

っぶや き ・発言 ・表情 ・作業状 況

:撚 作文・学習カ… 作品 〈唇 〉
ア ンケ ー ト ・テ ス ト ・思 い ・願 い ・考 え

・面接 法 ・先 行 経 験 ・つ まず き

言いか える ・聞 き返す
・自己評 価の分析

・相互評価の分析
一

・肯 定的評価 ・過程の評価

一
受容

・明fヒ

教材 ・教 具の提供
・刺激

・情報の提 供

・補助 ,修 正
・学習の場 所の転換

視点の転換
・問題や方法の転換

・具 体例の提示
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(2)支 援の 実 際

理

翠角

乎己一
口

価

手

だ

て

支援の計 画(第 一次2時)

「飛ぶ距 離を変 えるに はど

う した らよ いか 」を調べ る

ための実験 方法 を学 習 カー

ドか ら読 み取 る。

球の大 きさを変 え る

球の重 さを変 える

レールの角度 を変え る

レールの高 さを変え る

Y;え られない

評価の観点

A.予 想 を確か める的確な

方法を 考え られ た

B.予 想 を確かahる 方法を

考え られた

C.方 法が 考え られない

受容
明確化

補助,修 正

具体例の提示
情報の提供

A児 の活動と支援の記録

「学習 カー ド」
・レー ルの高 さを変えて実験 す る

方法が書か れてい る

r球の飛ぶ 距離 は高 さによ っ

て変わ るだろ う」 とい う考え

「高 さを変えて調べ たい」 と

い う纐 いが あ るとrr解 した.

評価B
・方法 は考え られた

・球にっ いての 条件規制 がで

きて いない

Trど の球 を使 うの」

C「 いろい ろな球 を使 いたい」

Tr毎 回球 を変え るのj

cr・ …q

T「 高 さに よる違 いを調べ るのだ

か ら,高 さ以 外は同 じに しな

い といけ ないね」

C「 ああ,そ うか。 同 じ球 を使 わ

ない といけないんだ」

T「 や って ご らん 」

明確 化 したが,条 件 規制にっ

いて不十 分なので,補 助を与

え た。

なお,本 時の指導では,テ ィームテ ィーチ ングを取 り入れ ることにより,

の児童に対応す ることができた。そのため,児 童が 自分の考 えや疑問を 自分の考えた方法

により実験がで きた とい う感想を もっなど,学 習に対す る充実感を味わい,有 効な支援が

で きた。

H研 究 の成 果 と課 題

1児 童の考えを肯定的 に評価 し,個 に応 じた手だてを講 じた結 果,児 童 は自分の考えに自信

を もち,意 欲的に問題解決の活動をするようにな った。例えば,条 件統一ので きて いない児

童には,条 件を明確にす るよう支援することによ り,以 後の活動では,実 験の条件を意識す

るよ うになった。

2言 動観察や作品分析な どの方法を用いて児童を理解す ることによって,一 人一人の児童の

思いや願いや考えを とらえ ることがで きた。

3支 援の理解,評 価,手 だてのそれぞれの場 や時間,評 価規準 などにっいて,さ らに実践を

通 して深めてい く必要がある。

左図は,実 際の授業におけ る支援 の

記録である。

A児 の 「学習 カー ド」には,レ ール

の高 さを変えた実験方法が記入 されて

いた。 そ こで,「 球の飛ぶ距離 は高 さ

によって変わるだろ う」と,A児 は考

え,「 レールの高さを変えて調べたい」

という願 いを もったと 「理解」 した。

しか し,球 にっいての記入がないの

で,「 実験 方法 は考え られたが,同 じ

球を使わなければな らないことには気

付いていない」と,「 評価」 した。

そ こで,「 手だて」 と して,ど の球

を使 うのかを聞き(明 確化),さ らに高

さによる飛び方の違 いを比べ るために

は,高 さ以外の条件は同 じにす ること

が必要であることに気付かせた(補 助)。

きめ細か く個 々
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「一 一一 一一 〈第5学 年B分 科会 研究主 題>

L 自然にかかわる直接経験 を重視 し,意 欲的に問題解決活動 のできる子の育成

「気温 と天気の変わ り方」の学習を通 して

1研 究 の概 要

1研 究主題について

児童 は,遠 足やプールな ど天気の大 きく影響す る行事の直前や,目 前で起 こる雷や台風な

どの気象現象に高い関心を示すが,そ れ らが過 ぎた時点で関心 は著 しく低下 して しまいがち

であ る。 しか し,日 々変わ る天気を継続 して記録 しておいたり,自 分の生活や生物の変化な

どと関係付けて考えた りす ると意外 な事実に気付 くよ うになる。

そ こで,地 域の気象 と身近な 自然 や生活 とを関連 してと らえることを導入前 の活動(0

次)と して重視 し,蓄 積 した記録か ら児童一人一人が 自分なりの考えを持 って学習が始め ら

れるよ うに した。 また,問 題解決活動を進め る際 には,児 童が体感 した り,観 測 した ことを

基 に考えた ことが学習活動 に生かせ るように多様で柔軟な指導計画を取 り入れることに した。

そ して,自 分の考えを表現 し,情 報 のや りとりを重視 した活動をす ることによ って 「一人一

人の児童 に問題解決の能力や態度を育て るとともに科学的な見方や考え方を養 う」 ことがで

きると考え,本 主題を設定 した。

2研 究単元について

児童 は,毎 日の生活の中で暑 さ寒 さな どを感 じているが,天 気に対する見方は目の前の気

象現象を見 ることにとどまりが ちである。本単元では,一 日の気温の変化の仕方 と天気の関

係,雲 ・風 ・降水 と天気の変化の関係,言 い習わ しや二次情報 と天気の関係,季 節と天気の

変化の規則性 などを関連付 けて考え られ るように したい。 また,児 童が天気の予想を考える

際,一 っの情報で天気を予想す ること(雲 が出た=雨 など)か ら始 め,学 習を進めて い く中

で今 までの天気変化,風,気 温,ひ まわ りの映像,ア メダスの情報,他 校か ら得た情報など

を総合的 にとらえて分析で きるように していきたい。

ここで留意 しなければな らないことは,気 象衛星ひまわ りな どの二次情報 と児童の観測 と

の情報の質の違いであ る。地球のほぼ半分を カバーす る気象衛星の情報 を用いて考えれば,

明日以降の東京地方程度の範囲の予想が可能であろう。一方,児 童が直接見える範囲の観測

では,観 天望気で行 う数時間後の局地的な予想が有効であ る。児童 にとって は,自 分の生活

に直接関係す る後者の予想の方が役 に立っ。その ことを踏 まえ,こ こでは児童が継続観測か

ら得 られた情報をよ く整理 して,自 分な りの視点で天気の変化を概観することが大切である。
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○ 指導計画(活 動の流れ)

一次 一日の気温変化と太陽高度 ・天気 二次 秋の天気と一一eraの天気の変わリ方 三次 冬の天気と四季の天気

☆評価規準

6

◆関心 ・意欲 ・態度
◎科学的な思考

●実験 ・観察の技能

表現
■知識 ・理解5時

定

量

的

体 な

感 観

的 測

な

観

測

1Bの 気温の

変化と太陽高

高度 ・天気の

変化について
まとめる

幻躍窺療

粛錫の変1化と太眉
天気の欝擬を潮

ノ6こ とができたカ

4時

やっぱり太陽だ

5

ワ

明

る
さ

高
度

位

置

動

き

契腰 ・艇辞
身分の考」えた

方法で太陽 を

凋ぺることカf
できたか

3

観測計画を立てて

太陽にっいて認べる

気温の変化は太陽
と関係あるのかな

3.4

1日 の気温の変 化

と天気の変化 にっ

いて話 し合 う

(風、雲、降水)

習≠的想考
1sの 窺蕊の

変化と天気の

函9孫に気1サぐ
ことカfできた ・

2

畑惣 璽騨

択の天購変化の規〕吻

盤を鰯 に潮 する
ζとができたか

いろいろな変わり方

があるなあ

自分の決めた場所で5

日間継続観測をする

(1日3回)×5日

2

秋の天気の規則性に
ついて話し合う

銘齢 ・齎察

β分の決め
た堀所 て征

しく気温競
ができたか

秋の天気にっいてま
とめる

決まりがあるのかa

グルー プ内で_..風

降水,気 象情 報な ど

を手分け して調ぺる

(登校時)

予想 を確 かめる

(下校時)

フ ァクシミ リに よる

情報交換

z

3時

観測

方法

0次 の

活動

i

毎日調べたいな

観測計画 を立てて1日
の空気の温度の変化 を

調ぺる

もっと当たる予想が

したいなあ

観測計画を立てて秋の

天気を調べる

塒蕪 .

勲 ・艇癖
ク%6一ブ内で

分担 しτ翻

ナることが で

きたか

,
「

「
厘

「

「

秤学のな悪考
冬の天窮と四季の

天気の変危の欄

住をパ ン7レ ソF
まとめることガfで

きたか

1

拶拗 な超考
天気予想に
撹立つ牌蟹

痴荊ナること
が きたか

冬の と季節 の移 リ

変わ りをパ ンフ レッ ト
にま とめ る

明日も調ぺたいな

校内のいろいろな場所
の空気の温度調べをす

る

晴れていない所もあ

るなあ

校庭と教室の空気の温
度は随分違うなあ

鋤

意針 ・

煎遡調 べr,

興1嫌や節 乙・ ・'

を擦 つ ζと

が できたか

このごろの天気の変化

や 自然の様子を振り返
る

このごろの天気はよ

変わるなあ
秋

グループ内

で手分けを 勲 ・衡辞
して観測を グループ内で分

行 う 担しτ擦 ずる
ことガfできたか

二次情報の

活用

蜘
渡償 ・縦

択の天気に

興操や働 己・を 〆
を擦つことカ'

できたか

明Bの 天気がわかる
だろう

このごろの天気

の変化の様子や 関心 ・意欲

自然の様子を 冬の天 駕凋ぺ

り返る に興味 ・欝心

観測計画を立 を瀞 τたか
て冬の天気を

調べる

このごろ晴れの日が続

くなあ

、

O次 季節の移 リ変わりと身の回リの変化 を見っけだそうとするなど導入前の活動

図や絵でその日の天気を表現する(雲 の様子、降水の様子などは詳 しく表現する)

灘 瑞糠 燕 繋夢麹 灘聯 鷲勲
西高東低 ・季節風

樂麟 麟
教室への日差しの入 リ方を床に記録する
5156/217/38!79/1 9/2310/811/712/221/20

立夏 夏至 大暑 立秋 二百十日 秋分 寒露 立冬 冬至

2/43/6

大寒 立春 啓蟄

3/20

春分

など

るも
κ欝撃

生

職 為蟹 灘 毎 一膨
自分の生活や身の回リの変化 を記録する

慰 翻
の

も
d

n

、

'

,

ρぞ鋒 害
o

爵
◎

踊禽

以

o

o■

◎£鍵!
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3指 導 と評価の工夫

(1)教 科指導以前の生活場面での活動(0次)の 設定

ア 学級 日記に絵文字での天気 を記録す る。(図1)

イ 身近な 自然の変 化を天気の変化 と関連付けて,

発見カー ドにまとめる。(図2)

ウ24節 気などに教室内への 日の入 り方を床に印を

っける。南中時や4校 時終了時に行 う。(図3)

(2>単 元構成の工夫

ア 指導計画は複線型や入れ替えがで きるように

弾力的に した。実施期 間は,天 気変化の期間と

季節の変化の観点 か ら1年 間に3回 に分けた構

成に した。

イ 児童の1回 の観測単位を明確化 し,そ れを基 に

天気の変化を考えてい くよ うに した。

春 一1日 秋=1週 間 冬一1年 間

(3)教 材 ・観測方法の工夫

ア 天気の変化を肌で感 じ取 れる感覚を育て るたあ

に,最 初の段階で は特別な器具をで きるだけ使わ

ないで,体 感温度や体感風力を言葉で表現 し,や

がて観測数値 と結 び付けてい くよ うに した。

イ ー 日の気温の変化は,太 陽の高さ ・位置 ・動 き

・明るさに関係あるととらえた児童の実態に合わ

せ,太 陽の観測を4種 類の方法で行 った。

①太陽高度計②透明 ビニル傘 に印をつける(図4)

③支柱を立て陰の先端 と頂点を紐で結び教師用分

度器で測 る(図5)④ 太陽電池で照度計を作成

ウ 記録用紙の工夫

方位の認識が曖昧な児童が多いので,記 録用紙

には校舎や目印になる建物 を印刷 した。(図6)

工 観天望気(空 模様や色合 いな どか ら天気の変化

をっかむ こと)を 重視 した観測

(図1)絵 文字 による天気記録

易娩 惚1/6c
eiv

2z.zSC. %2。 し
尋A

暴

蝋 一6ゐ、一

一"
-o

ニ=z

蓄 羽

_.簾
}L

嚢磐
蝕,匙9

・¶● 一

一 一旗冒

奮幡く↓ていa

蹴 と鱒鋤

鰻 いrllにエ(ra妖

今a撃 救煉 轟い

赤ト:x・「個 』 懸 鐸讐礫
毒緯総諏 そ轡

紬 蹴 跡・麟 訪
しい7L

フ弔 島い 曇い ・璽

小 岡zい †尾

(図2)発 見 カー ド記 入 例

(図3)日 の入 り方 と床への記録例

印

を

つ

け

る

▽

床

u

窓

鮮

(図4)透 明 ビニル傘による太陽観測

嫌
シール を貼 る

鹸搾やジヤングル

ジムにガムテープ

で固定する

(図5)支 柱を用いた太陽観測

藻 ・

教師用分度滞
紐

a 一

一19一



(図6)記 録 シー ト記入例

気温の観測 シー ト

雲 の観 測 シー ト

り
日
5
ヨ

ト一シ測観の風

鷹響窯騒 蘇檬灘
鍵 謹 　鐸

と

鱒

こ

脅

=

峡
黎

オ 児童の考えが自由に表現

で きるよ うに 「理科 日記」

を作成 し,記 録分析や評価

に活用 した。

(4)情 報交換の場の設定の工夫

ア 天気情報や発見 コーナー

を設定 し教室内で情報交換

が随時行えるよ うに した。

イ 他地域の情報 と自分の経

験 を結び付けるたあにファ

クシ ミリを活用す る。パ ソ

コンネッ トワー ク作 りの可

能性 も考えて いる。(図7)

●■一↑ 一 鱒.-'榊 騨 鱒 樹 鴨.噌

(図 了)フ ァク シ ミ リに よ る通 信 例

化 成.4＼ ラ堪船,i、

ミ》 慮y
民へ 鑑

73曜哨 駒 ・II一 ユ「 ●

T.凪・予理`3～ 拝

=r喪重化二=朝 鎧 寒瞳 劃

呉三 丞 菓 ゆ謎 し泣Uう

弩雛 麟謬
・ぞ蝿 一 な し 一 〒

奪
糞もじょう函芝送ヱ琵 し

灘 雛騰

4
雛

●昌 甲彊 r.」

○ フ ァクシミリは一方通行の交信になるが,パ ソコン通信 は,対 話型の情報交換がで き,

文字 ・グラフ ・図表 ・映像のや り取 りが 自由に行える利点があ る。

(5)評 価の工夫

各時間の評価規準を設定 して評価を行 う。記録分析は児童作品を基に随時行 うようにした。

n研 究 の成 果 と課題

天気を概観 して日記的に とらえ る0次 の活動は,継 続が容 易で,天 気を考え る要素 とな る

記録の蓄積 と整理がで きるので,問 題解決活動 に有効であ る。多様 な方法での問題解決活動

は,活 動の意欲化の要素 となった。年間を3っ の活動構成に した ことは児童の季節の把握に

役立 った。

ファクシミリを活用 した学校間の気象情報交換 は,児 童 の天気予想に生か され,意 欲化に

っなが った。パ ソコンネッ トワークにっ いて は活動計画への位置付 けにっいてさ らに研究を

進めてい く必要がある。
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一人一人の児講 灘 鱗 野 題〉一一

吠黛 錦 薦 灘 サてる学習活動塑

1研 究 の概 要

1研 究主題について

環境教育の重要性が叫ばれているが,児 童の実態を見 ると自然を守 りたい という気持ちは

あるがそれ らを守るための行動 にまで発展 していない現状 があ る。その要因 として自然 を守

るために何を した らよいかわか らないな ど,自 分の行動が 自然環境 にどのよ うに影響を与え

てい るかを把握できていないことがあげ られ る。

そ こで,本 分科会 は,第6学 年 「人 とかん きょう」の単元を とりあげ,一 人一人の児童が

自分の問題 を解決す る活動を通 し,自 然 を愛す る心情を高 め,獲 得 した 「人 と環境」に関す

る科学的な見方や考え方に基づいて,自 然を守 る行動が取れ るようになることを目指 した学

習活動の工夫を中心 に,研 究を進あ ることに した。

自 然 を 愛 す る 心 情 の 高 ま り

自然事象

に対する

興 味

関 心
」

r

問題解決

の

意 欲

「r ■

自 然 を

愛 す る

心 情

自 然 を

愛 す る

態 度

「r ■

自 然 を

守ろうと

す る

行 動
」 」 し 」L 」

2研 究単元 について

本単元で は,人 や他の動物,植 物が互 いに周囲の環境の影響 を受けたり,相 互 にかかわ り

合 った りして生 きているという見方や考え方を養 うことをね らいとす る。

このよ うな見方や考え方 とともに養われた自然 を愛す る心情が,自 然を守 る行動に発展す

るように,動 植物や水,空 気などの相互のつなが りが人(自 分)を 中心 として学習 され るよ

うに した。 したが って,水 槽の中の生物 などの小 さな系だけを対象とす るのではな く,人 を

中心 と した地域や地球規模の大 きな系が単元全体を通 して児童の視野の中に保たれるように

した。
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○ 活動の流れ(第 一次:12時 間 第二次:8時 間 計20時 間)

主 な 目 標
●新 しい星を事実や 第一次1時

経験をもとに考え,
人が生 きていく環
境にっいて疑問を
もっ ことができる。

●調 べ る 問 題 を っ か

み 翔 瓶 を立てることMできる

●実 験 を した り,図

書 資 料 を 活 用 した

り して.自 分 の 問

題 に っ いて 調 べ る

こ とが で き る。

●誕べた結果を憾糧交喚し,水⑦循璋

や箇物のガス交鞭につNて理欝し,

疑Aや緬たな考えをもつことができ

る.

● 実 験 を した り,図

書 資 料 を活 用 した

り して,自 分 の 問

題 につ い て 調 べ る
こ とが で き る。

● 調べた結果を1#交摸し,全人額ぶ

姦要とする酸素や食料,水の量は大

変な量であることが分かる・

● 作り上げてきた「みんなの星」をも

とに憤望交換し,人や画の1M,値

働などのっながりを,皇気(酸素・

二酸化炭毒),日光,水などとの四

bhを 考えながら自盤昇全体のっな

摂りを櫨戚することができる●

2時

3・4時

5・6時

7・8時

9・10時

11時

12時

…一噺 しい 星 に 着 き ま した。 これ か ら生 き て い くた め に どん な星 に しま す か 」一 一

1自分の考えを絵図に表 し,発 表 し合って疑問点や新たな考えを出し合う。i

囲 べ た い こ と を カ ー ドに書 き,調 べ るた め の 計 画 を 立 て る。1

＼/

澗題別に分かれて調べる i
一一一一一 問 題1-一 一

植 物 は,酸 素 を つ く

り 出 して い る の だ ろ

う か 。

一一一一一 問 題2-一 一…

人 が 命 を保 つ た め に

は どん な 食 料(栄 養

素)が 必 要 な の だ ろ

うか。

r-一 一一一 問 題3-一 一一一

人 や 動 物 ・植 物 は 水

を 必 要 と す る が,水

は な く な ら な い の だ

ろ う か 。し J

i
l調べたことを発表 し疑問点や新たな考えを出 し合 う。}

↓

魎題別に分かれて調べる。}
… 一 一 問題1… 一一

人 が 命 を保 つ た め の

酸 素 を 得 る に は,植

物 は ど の く らい 必 要

なの だ ろ うか。

一… 一一問 題2-… 一

人 が 命 を 保 つ た め に,

食 べ 物 は どの く らい

必 要 な の だ ろ うか。

… 一一 問 題3… 一

人 が 命 を保 つ た め に

水 は どの く らい必 要
なの だ ろ うか 。

i
闇 べたことを発表 し疑問や新たな考えを出 し合う。1

↓
人 ・人 以 外 の 動 物 ・植 物 な ど の 全 体 的 な っ な が りを 空 気(酸 素 ・二 酸 化炭 素)

日光 ・水 な ど との っ なが りを 考 え て,図 に表 そ う。

1匪
表 し疑問や新たな考えを出し合う。}

＼レ
→さ まざ な っ なが りを 考 え て 「み ん な の 星 」 を 完 成 させ る。1

●作りあげた
rみんなの星」
と今の地球や地域
の様子を比較 し,
翼伏に対する自分の考えをもっと
ともに地球や地域
の環境について問
題を見いだすこと
ができる。

●地球や地域の自然
環境の現状を意欲
的に調べることが
できる。

● 調 べ た こ と を情 報

交 換 し,腿 闘 耐 さま.

ぎまな轟踊ぷ起こっていることカ{

分 か る。

● 自分たちの選塩を守るためにはどう

し妨 よ跡 につ い て情

報 交 換 し,よ り帥 麟
づくりや崩 の縫 が必 要 で

あ る こ とが 分 か る。

● 実 践 し た こ と を 発

表 し,よ り良い澱塩づくりや

曜壕の保全にっいて意aをたかめる・

第二次1時

2・3時

4時

5・6時

7時

8時

あ な たが っ く りあ げ た 星 の 命(人 や 動 物 ・植 物)を 保 って い くた め に は,ど ん な

こ と に注 意 して い か な けれ ば な らな い だ ろ うか。

i

偵 分 の 考 え を 発 表 し合 い,新 た な考 え を 出 し合 う。1

＼レ

→匿 自分が住んでいる地球や地域の様子はどうなのだろうか」
i

國 べ た こ とを カ ー ドに 書 き,調 べ る た め の計 画 を 立 て る。l

i

周 題別に分かれて調べるof
一一一 一 問 題1… 一 一

自分 の 住 ん で い る地

域 の 空 気 は きれ い な
の だ ろ うか。

一 一… 問 題2-一 … 一

自 分 た ちの 住 ん で い

る 地 域 には,ど れ く

らい の 植 物 が あ る の

だ ろ うか 。
一 一 一 冒 ■ ■ ■ 冒 一 薗,-r______

一 一 一 問 題3-一 一一 「

私 た ちの 地 域 に 降 っ

て くる 雨 は どん な水

質 なの だ ろ うか。

■■

圏
■-

■
▼
,

■
層9

…

…
魍 べ た こ とを 発 表 し合 い,自 分 た ちの 環 境 に つ い て 話 し合 う。1

＼レ
…・伯 分 た ち の 環 境 を 守 る た め に は ど う した らよ い の だ ろ うか

。1-…

i

l実践 計 画 を 立 て る。1

._____一_____.上____.__一__.
…自分 た ち の 環 境 を 守 る た め に 計 画 した こ とを実 践 ず る浸

7

た ち が 環 を ・る た め に'一 し め た こ とを 発 しよ う …

表 す る。

一22一



3指 導 と評価の工夫

(1)指 導の工夫

ア 自作VTRを 活用 した導入の工夫

ロケ ッ トで地球を離れ新 しい星を発見す

るとい う内容 のVTRを 視聴 し,「 自分 と

大好 きな友達 と一緒に水 も空気 も食べ物 も

ないその星を開拓 してい く」という想定の

夢のある導 入を設定 した。

イ ー人一人に応 じた支援の工夫

個人カルテを基 に児童の科学的な見方 ・

考え方や関心の程度を把握 し,児 童一人一

人 に応 じた支援 内容 を座 席配置 図に記入

し,支 援に役立てた。(右 図)

ウ
「みんなの星」

VTR視 聴後の児童 の感想

今日の学習は楽しかったですか。(フ

し、ろ"ろ卿 く星猛 ・て獅 ・塾 槻 しtとき

とてモノオつぐ4つくしa人 が生 きりれそ)星1二fま2丁うら

どうの,3ウにrdるだろう1毘うどドキ隊 碕う

CXY)

・一 つ の 関 係 だ け で

は な く,い くつ も

の 関 係 に 目 が 向 く

よ う に 注 意 を 促 す 。

(RS)

・酸 素 と 二 酸 化 炭 素

の 出 入 り に つ い て

目 が 向 く よ う に 助

言 す る 。

・凹 羅 讐灘鞭 亀、

囎 脚"

『し 博'
.

効果的な情報交換活動の工夫

児童の見方や考え方 を視覚的,継 続的に表現で

きる ものと して 「みん なの星」を作成 してい くこ

とに した。rみ ん なの星」は第1次 の活動 におい

て常時掲示 し,話 し合いの結果新 しい星 に必要だ

と考え られた ものを模型 に して付け足 してい った。

工 地域や地球の現状を調べる活動 の設定

養われた 「人 と環境 」にっ いての科学的な見方

や考え方が,自 然を守 る具体的な方策 として表 さ

れ るために,地 域や地球の現状を捉え る活動を設

定 した。

調べる活動の具体例

・地域の空気は きれいだろ うか(気 体検知管による各種気体濃度の測定)

・地域 にはどれ くらい植物があるのだろ うか(グ リーンマ ップの作成)

・GO川 はきれいだろうか(検 査液,検 査紙による水質検査)

・雨の水質 はど うなのだろ うか(BTB液 でのPH測 定,酸 性雨の影響調べ)

一23一



オ 児童が実践 した自然を守る活動を発表する場の設定

自然を愛す る心情が行動 にまで高 まり,よ りよい環境づ くりや環境保全のための行動

が 日當化す ることをね らい,自 分の実践 したことや実践計画を発表す る場 を設定 した。

具体的な実践例

・環境ポ スターの作成 と地域掲示板への取 り付け

・学級での リサイクル活動(空 かん集あ ・牛乳パ ック集 あ)

・参観 日を活用 した父母 との環境問題デ ィスカ ッシ ョン

・河川敷でのゴ ミ拾 い

(2)評 価の工夫

・毎時間,活 動 目標に応 じた評価項 目を自

己評価 し,そ こに教師の言葉かけを加え

た個人カルテを作成 した。個人 カルテの

作成を継続することによ り児童一人一人

が 自分の学習を振 り返 ることがで き,常

に自分の問題 を捉 え続け,見 通 しを持 っ

た解決活動を進め られるように した。

第1次11時 における個人 力ルテ

い考えをもっことができかしたか。

(発表を聞いた人)

濃撒　ll撫1

全人購 と鱒 や食料は大脇1。1

変な量であることがわかりました糎 欝 鍛 謡

ね.

II研 究 の成果 と課 題

(1)夢 のあ る導入の工夫を し,人(自 分)を 中心 に学 習活動を展開す ることにより,自 ら問

題を見 いだ し,そ の問題を 自分の問題 として捉え,意 欲的に追究す ることがで きた。

(2)個 人 カルテを作成 し,一 人一人に応 じた支援活動の充実を図る ことにより,問 題把握か

ら解決,考 察 という一連の問題解決能力が高ま った。

(3)地 域や地球の現状 を調べ,よ りよい環境 づ くりや環境保全にっいての取 り組みの場を設

定す ることによ り,獲 得 した科学的な見方や考え方が生活に生か され るよ うにな った。

(4>人 を中心に し,地 域や地球 とい う大 きな系で人 と環境 との関わ りを捉え るよう単元の構

成を したが,児 童の直接体験をさ らに重視す るよ うな学習活動を工夫す る必要があ る。

(5)児 童の多様 な願いに応 じた効果的な図書 資料やVTR資 料 をさ らに充実 させ る必要があ

る。
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